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は、すべてユーザ側の責任になります。
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ださい。
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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, vii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で

きます。

ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with
standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of each warning
to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

インストールのチェックリストと前提条件

この章は、次の項で構成されています。

• インストールの概要のチェックリスト, 1 ページ

• インストールの前提条件のチェックリスト, 2 ページ

• インストール ISOイメージのマウント, 3 ページ

• KVMコンソールによるサーバブート順の設定, 4 ページ

• Windows Server 2012の要件 , 5 ページ

インストールの概要のチェックリスト
Cシリーズラックマウントサーバにオペレーティングシステム（OS）をインストールするには、
次のタスクを完了します。

シスコは Cシリーズラックマウントサーバ用に Cisco UCS Server Configuration Utilityを開発
しています。このユーティリティを使用すると、一部のWindowsおよび Linuxオペレーティ
ングシステムで自動インストールを実行できます。このユーティリティは、新しいサーバの

CDに付属しています。また、Cisco.comから ISOをダウンロードすることもできます。この
ユーティリティの最新リリースのユーザマニュアルについては、http://www.cisco.com/en/US/
products/ps10493/products_user_guide_list.htmlを参照してください。

（注）

その他の情報タスク完了

インストールやライセンスの要件の詳細につい

ては、インストールするオペレーティングシス

テムのドキュメントを参照してください。

インストールの前提条件のチェッ

クリスト, （2ページ）で説明
されている前提条件を満たしま

す。
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その他の情報タスク完了

詳細については、インストール ISOイメージの
マウント, （3ページ）を参照してください。

KVMコンソールを起動し、イン
ストールメディアをマウントし

ます。

詳細については、次のいずれかを参照してくだ

さい。

•内部ドライブへの VMware vSphere ESXの
インストール, （9ページ）

•ブート可能SANLUNへのVMware vSphere
ESXのインストール, （11ページ）

•内部ドライブへのVMware vSphere ESXiの
インストール, （15ページ）

•ブート可能SANLUNへのVMware vSphere
ESXiのインストール, （17ページ）

OSの手順の説明に従って、イン
ストールを完了します。

インストールの前提条件のチェックリスト
オペレーティングシステム（OS）のインストールを開始する前に、次のアイテムがあり、次のタ
スクを完了していることを確認します。

前提条件完了

インストールターゲットサーバが、インストール先のオペレーティングシステ

ム（OS）のバージョンをサポートしていることを確認します。

サポートされるバージョンについては、適切な PDFを参照するか、インタラク
ティブな UCSハードウェアおよびソフトウェア相互運用性ユーティリティを使
用してください。いずれも、次のURLで入手できます。http://www.cisco.com/web/
techdoc/ucs/interoperability/matrix/matrix.html。

CIMCGUI用に設定した IPアドレスと、管理特権を持つログインアカウントを用
意します。

OS用のインストールメディア（DVDまたは ISOイメージ）を用意します。ア
クティベーションキーが必要なソフトウェアの場合、その情報も用意します。

ISOイメージを使用するより比較的速いため、DVDドライブにインス
トールディスクを挿入して OSをインストールすることをお勧めしま
す。また、ISOイメージを仮想ディスクとしてマッピングする手順に
ついても示します。

ヒント
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前提条件完了

使用する Cシリーズサーバの種類に応じた Cisco UCS C-Series Drivers DVDまた
はこの DVDの ISOイメージを用意します。

『Cisco UCS C-Series Drivers DVD』ISOイメージは、Cisco.comサポートサイトで
[Unified Computing and Servers] > [Cisco UCS Rack-Mount Standalone Server Software]
> [server_model Server Software] > [Unified Computing System（UCS）Drivers]を選
択して入手できます。

利用可能なサーバモデルのリストを参照するには、http://www.cisco.com/cisco/
software/navigator.html?mdfid=283612685&flowid=26802にアクセスします。

ISOイメージをダウンロードする場合、そのイメージを DVDに書き込
むか、サードパーティのユーティリティを使用してラップトップのハー

ドドライブにイメージをマウントします。

インストール時には、この DVDの適切なドライバイメージファイル
を、サーバからアクセスできる場所に抽出して、仮想フロッピーとして

マウントできるようにする必要があります。

（注）

サーバに LSI MegaRAIDコントローラがある場合、サーバのドライブ用に RAID
設定を構成します。 OSをインストールする前に LSI MegaRAID LUNを設定して
いないと、インストール時にディスク検出エラーが発生し、「NoDevice Found」
といったエラーメッセージが表示される可能性があります。

インストール ISO イメージのマウント
はじめる前に

インストールの前提条件のチェックリスト, （2ページ）に説明されている前提条件を満たしま
す。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、CIMC GUIのWebリンクを入力または選択します。

ステップ 2 ログインウィンドウで、管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

デフォルトのユーザ名は admin、パスワードは passwordです。

ステップ 3 [Navigation]ペインの [Server]タブの [Remote Presence]をクリックします。

ステップ 4 （任意） ISOインストールイメージやドライバの IMGファイルなどの仮想メディアを使用する
場合、次の手順を実行します。

a) [Work]ペインの [Virtual Media]タブを開きます。
b) [Virtual Media Properties]領域の [Enabled]チェックボックスがオフの場合はオンにします。
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c) 設定を変更した場合は [Save Changes]をクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [Virtual KVM]タブを開きます。

ステップ 6 [vKVM Properties]領域の [Enabled]チェックボックスがオフの場合はオンにして、[Save Changes]
をクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域の [Launch KVM Console]をクリックします。
CIMC GUIから別ウィンドウに KVMコンソールが開きます。

ステップ 8 仮想メディアへのアクセス方法は、使用している KVMコンソールのバージョンによって異なり
ます。仮想メディアにアクセスするには、次のいずれかを実行します。

• [Virtual Media]タブをクリックします。

• [VM]タブをクリックします。

• [Tools] > [Virtual Media]を選択します。

ステップ 9 [Add Image]をクリックし、インストール ISOイメージを含むディレクトリに移動します。

ステップ 10 ISOイメージファイルを選択し、[Open]をクリックします。

ステップ 11 [Client View]領域で、ISOファイルに関連付けられている [Mapped]列のチェックボックスをオン
にし、マッピングが完了するまで待ちます。

[Details]をクリックしてマッピングの進行状況を表示しま
す。

ヒント

次の作業

インストールする OSに対応するインストール手順を参照して OSをインストールします。

KVM コンソールによるサーバブート順の設定

CIMC GUIまたは CIMC CLIを使用してブート順を設定する場合、使用している CIMCのバー
ジョンの GUIまたは CLIの『Cisco Integrated Management Controller Configuration Guide』を参
照してください。コンフィギュレーションガイドは次の URLで入手できます。http://
www.cisco.com/en/US/products/ps10739/products_installation_and_configuration_guides_list.html

（注）

手順

ステップ 1 KVMコンソールが開いていない場合は起動します。

ステップ 2 サーバをリブートします。

ステップ 3 KVMコンソールの [KVM]タブで、ブートメッセージを確認し、BIOSのセットアップを開始す
るメッセージが表示されたら、F2を押します。
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F2を押すと、サーバでデバイスの初期化が継続されているため、短い待機時間の後に
BIOSセットアップユーティリティが表示されます。ユーティリティは、初期化の完了
後に表示されます。

（注）

ステップ 4 BIOSセットアップユーティリティ画面で、[Boot Options]タブをクリックします。

ステップ 5 システムの設定方法に基づいて、次の手順を実行します。

説明インストールタイプ

1 [Boot Option #1]を選択して Enterを押します。

2 ポップアップメニューで、インストールターゲットドライ

ブを選択し、Enterを押します。

単一ハードドライブシステム

への内部インストール

1 [Boot Options]タブの [Hard Disk Order]を選択し、Enterを押
します。

2 [Hard Disk Order]タブの [Boot Option #1]を選択し、Enterを押
します。

3 ポップアップメニューで、インストールターゲットドライ

ブを選択し、Enterを押します。

4 Escを押して、メインの [Boot Options]タブに戻ります。

複数ハードドライブシステム

への内部インストール

1 [Boot Options]タブの [Hard Disk Order]を選択し、Enterを押
します。

2 [Hard Disk Order]タブの [Boot Option #1]を選択し、Enterを押
します。

3 ポップアップメニューで、インストールターゲット SAN
LUNを選択し、Enterを押します。

4 Escを押して、メインの [Boot Options]タブに戻ります。

ブート可能SANLUNへのイン
ストール

ステップ 6 F10キーを押して、変更を保存しサーバをリブートします。

Windows Server 2012 の要件
特定の Cisco UCS CシリーズラックマウントサーバでのWindows Server 2012サポートをイネー
ブルにするには、BIOS設定を更新する必要があります。
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BIOS 変更が必要Cisco UCS C シリーズラックマウントサーバ

C200、C210、および C250サーバのWindows
Server 2012サポートのイネーブル化, （6ペー
ジ）を参照してください。

• C200 M1サーバ

• C210 M1サーバ

• C250 M1サーバ

C260およびC460サーバのWindows Server 2012
サポートのイネーブル化, （7ページ）を参照
してください。

• C260 M2サーバ

• C460 M1サーバ

• C460 M2サーバ

C200、C210、および C250 サーバの Windows Server 2012 サポートのイ
ネーブル化

この手順では、Windows Server 2012のサポートをイネーブルにする方法について説明します。

手順

ステップ 1 KVMコンソールが開いていない場合は起動します。

ステップ 2 サーバをリブートします。

ステップ 3 KVMコンソールの [KVM]タブで、ブートメッセージを確認し、BIOSのセットアップを開始す
るメッセージが表示されたら、F2を押します。

F2を押すと、サーバでデバイスの初期化が継続されているため、短い待機時間の後に
BIOSセットアップユーティリティが表示されます。ユーティリティは、初期化の完了
後に表示されます。

（注）

ステップ 4 BIOS Setupユーティリティの画面で、[Advanced]タブをクリックします。

ステップ 5 [PCI Configuration]を選択し、Enterを押します。

ステップ 6 [PCI Configuration]タブで、[SR-IOV]を選択し、Enterを押します。

ステップ 7 ポップアップメニューで、[Enabled]を選択し、Enterを押します。

ステップ 8 F10キーを押して、変更を保存しサーバをリブートします。
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C260 および C460 サーバの Windows Server 2012 サポートのイネーブル
化

この手順では、Windows Server 2012のサポートをイネーブルにする方法について説明します。

手順

ステップ 1 KVMコンソールが開いていない場合は起動します。

ステップ 2 サーバをリブートします。

ステップ 3 KVMコンソールの [KVM]タブで、ブートメッセージを確認し、BIOSのセットアップを開始す
るメッセージが表示されたら、F2を押します。

F2を押すと、サーバでデバイスの初期化が継続されているため、短い待機時間の後に
BIOSセットアップユーティリティが表示されます。ユーティリティは、初期化の完了
後に表示されます。

（注）

ステップ 4 BIOS Setupユーティリティの画面で、[Advanced]タブをクリックします。

ステップ 5 [PCI Configuration]を選択し、Enterを押します。

ステップ 6 [PCI Configuration]タブで、[SR-IOV]を選択し、Enterを押します。

ステップ 7 ポップアップメニューで、[Enabled]を選択し、Enterを押します。

ステップ 8 Escape押して、[Advanced]タブに戻ります。

ステップ 9 [ACPI Configuration]を選択し、Enterを押します。

ステップ 10 [ACPI Configuration]タブで、[ACPI _OSC Enable]を選択し、Enterを押します。

ステップ 11 ポップアップメニューで、[Enabled]を選択し、Enterを押します。

ステップ 12 F10キーを押して、変更を保存しサーバをリブートします。
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第 2 章

VMware vSphere ESX のインストール

この章は、次の項で構成されています。

• 内部ドライブへの VMware vSphere ESXのインストール, 9 ページ

• ブート可能 SAN LUNへの VMware vSphere ESXのインストール, 11 ページ

内部ドライブへの VMware vSphere ESX のインストール
この手順では、CIMC GUIと KVMコンソールを使用して VMware vSphere ESX 4および必要なド
ライバを内蔵ドライブにインストールする方法について説明します。

はじめる前に

•インストールの前提条件のチェックリスト, （2ページ）に説明されている前提条件を満た
します。

• Cisco UCS C200 M1サーバまたは Cisco UCS C250 M1サーバに VMwareをインストールする
場合、RAID構成のために、サーバにはLSI 1064ベースのコントローラメザニンカードを使
用します。 VMwareサーバソフトウェアは、ICH10Rコントローラと統合されているソフト
ウェア RAIDをサポートしていません。

手順

ステップ 1 仮想メディアからOSまたはドライバをインストールする場合、KVMコンソールを起動し、イン
ストール ISOイメージのマウント, （3ページ）の説明に従ってメディアをマウントします。

ステップ 2 次のいずれかの方法で、サーバの電源を再投入します。

• KVMコンソールで、[Macros] > Ctrl+Alt+Delを選択します。

• CIMC GUIで、[Navigation]ペインの [Summary]をクリックし、[Server Summary]タブの
[Actions]領域の [Power Cycle Server]をクリックします。
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•物理サーバの電源ボタンを押します。

ステップ 3 （任意） OSをインストールした後にサーバが使用するブート順を設定するには、ブートメッ
セージを確認し、BIOSのセットアップを開始するメッセージが表示されたら、F2を押し、ブー
ト順を設定します。

詳細については、KVMコンソールによるサーバブート順の設定, （4ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 4 通常のブート順を上書きし、インストールメディアからブートするには、KVMコンソールで、
ブートメッセージを確認し、[Boot Menu]を開くメッセージが表示されたら、F6 を押します。

ステップ 5 [Boot Menu]画面で、次のいずれかを実行します。

• ISOイメージを使用する場合、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを押します。

•物理インストールディスクを使用する場合、そのディスクが挿入されているディスクドラ
イブを選択し、Enterを押します。

選択したデバイスからサーバがリブートし、イメージまたはディスクから OSのインストールが
開始されます。

ステップ 6 （任意） [KVM]ウィンドウを使用するときに応答時間が遅くなる場合は、次のようにマウスア
クセラレーションを変更します。

a) KVMコンソールの [KVM]タブで、[Tools] > [Session Options]を選択します。
b) [Mouse]タブを選択します。
c) [Mouse Acceleration]フィールドで、[Linux]を選択します。
d) [OK]をクリックして変更を適用します。

ステップ 7 インストーラの [Custom Drivers]ウィンドウが表示されたら、次のいずれかを実行します。

•カスタムドライバをインストールする必要がない場合は、[No]をクリックします。システ
ムドライバのロードを求めるメッセージが表示されたら、[Yes]をクリックします。

•カスタムドライバをインストールする必要がある場合：

1 [Yes]をクリックします。

2 [Add]をクリックします。

3 ドライバ CDを挿入するように求めるメッセージが表示されたら、KVMコンソールの
[VM]タブまたは [Virtual Media Session]ダイアログボックスに戻ります。

4 同時にマッピングできる仮想 CD/DVDは 1つのみなので、既存の仮想 CD/DVD接続があ
る場合は、その接続に関連するチェックボックスをオフにしてマッピングを解除します。

新しい接続を作成できることを確認するには、[Details]テーブルを参照します。
最初の行を見ると、[Virtual CD/DVD]がマッピングされていないことがわかり
ます。

ヒント

5 [Add Image]をクリックし、VMware.comからダウンロードしたドライバの ISOイメージ
を含むディレクトリに移動します。
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6 ISOイメージファイルを選択し、[Open]をクリックします。

7 [Client View]領域で、ISOファイルに関連付けられている [Mapped]列のチェックボック
スをオンにし、マッピングが完了するまで待ちます。

8 [KVM]タブの ESXインストールメッセージに戻ります。

9 メッセージの [OK]をクリックし、ロードするドライバを選択します。

10 別のカスタムドライバを追加する場合は、[Add]をクリックし、ドライバを選択します。
必要なカスタムドライバのすべてを選択するまで、このプロセスを繰り返します。

11 ドライバの追加を完了したら、[Custom Drivers]ウィンドウの [Next]をクリックします。

12 システムドライバのインストールを求めるメッセージが表示されたら、[Yes]をクリック
します。

13 ESXのインストール CDを挿入するように求めるメッセージが表示されたら、KVMコン
ソールの [VM]タブまたは [Virtual Media Session]ダイアログボックスに戻ります。

14 ドライバの ISOファイルの横にあるチェックボックスをオフ、インストール ISOファイ
ルの横にあるチェックボックスをオンにします。

15 マッピングが完了するまで待ち、[KVM]タブのインストーラに戻ります。

ステップ 8 インストーラで、OSのインストール先の場所を選択するように求めるメッセージが表示された
ら、インストールターゲットドライブを選択し、[Next]をクリックします。
すべての RAID以外のドライブが名前順に表示されます。 RAIDコントローラによって作成され
たボリュームは、論理ドライブとして表示されます。

ステップ 9 自社の要件と標準に従い、インストールの進行状況を監視し、必要に応じてメッセージに応答し

てインストールを完了します。

インストールが完了すると、インストーラソフトウェアによってすべての物理ディスクがイジェ

クトされ、仮想ドライブのマッピングが解除され、サーバが再度リブートされます。OSで、ブー
ト順の最初にあるインストールターゲットがブートされます。

OSのカスタマイズについては、OSのマニュアルを参照してください。

ブート可能 SAN LUN への VMware vSphere ESX のインス
トール

この手順では、CIMCGUIとKVMコンソールを使用して、ブート可能な SAN LUNの論理ディス
クまたは RAIDボリュームに VMware ESX 4をインストールする方法について説明します。
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はじめる前に

•インストールの前提条件のチェックリスト, （2ページ）に説明されている前提条件を満た
します。

• SANで LUNまたは RAIDボリュームを構成し、SANに接続して SAN HBAから LUNへのパ
スが 1つ（1つのみ）存在していることを確認します。

RAIDコントローラを使用している場合、詳細についてはRAIDコントローラに関する考慮事
項, （23ページ）を参照してください。

• Cisco UCS C200 M1サーバまたは Cisco UCS C250 M1サーバに VMwareをインストールする
場合、RAID構成のために、サーバにはLSI 1064ベースのコントローラメザニンカードを使
用します。 VMwareサーバソフトウェアは、ICH10Rコントローラと統合されているソフト
ウェア RAIDをサポートしていません。

手順

ステップ 1 仮想メディアからOSまたはドライバをインストールする場合、KVMコンソールを起動し、イン
ストール ISOイメージのマウント, （3ページ）の説明に従ってメディアをマウントします。

ステップ 2 次のいずれかの方法で、サーバの電源を再投入します。

• KVMコンソールで、[Macros] > Ctrl+Alt+Delを選択します。

• CIMC GUIで、[Navigation]ペインの [Summary]をクリックし、[Server Summary]タブの
[Actions]領域の [Power Cycle Server]をクリックします。

•物理サーバの電源ボタンを押します。

ステップ 3 （任意） OSをインストールした後にサーバが使用するブート順を設定するには、ブートメッ
セージを確認し、BIOSのセットアップを開始するメッセージが表示されたら、F2を押し、ブー
ト順を設定します。

詳細については、KVMコンソールによるサーバブート順の設定, （4ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 4 通常のブート順を上書きし、インストールメディアからブートするには、KVMコンソールで、
ブートメッセージを確認し、[Boot Menu]を開くメッセージが表示されたら、F6 を押します。

ステップ 5 [Boot Menu]画面で、次のいずれかを実行します。

• ISOイメージを使用する場合、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを押します。

•物理インストールディスクを使用する場合、そのディスクが挿入されているディスクドラ
イブを選択し、Enterを押します。
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選択したデバイスからサーバがリブートし、イメージまたはディスクから OSのインストールが
開始されます。

ステップ 6 ESXのスプラッシュ画面が表示されたら、Enterを押して、グラフィカルモードで ESXをインス
トールします。

ステップ 7 （任意） [KVM]ウィンドウを使用するときに応答時間が遅くなる場合は、次のようにマウスア
クセラレーションを変更します。

a) KVMコンソールの [KVM]タブで、[Tools] > [Session Options]を選択します。
b) [Mouse]タブを選択します。
c) [Mouse Acceleration]フィールドで、[Linux]を選択します。
d) [OK]をクリックして変更を適用します。

ステップ 8 インストーラで、OSのインストール先の場所を選択するように求めるメッセージが表示された
ら、インストールターゲット LUNを選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 9 インストーラの [Custom Drivers]ウィンドウが表示されたら、次のいずれかを実行します。

•カスタムドライバをインストールする必要がない場合は、[No]をクリックします。システ
ムドライバのロードを求めるメッセージが表示されたら、[Yes]をクリックします。

•カスタムドライバをインストールする必要がある場合：

1 [Yes]をクリックします。

2 [Add]をクリックします。

3 ドライバ CDを挿入するように求めるメッセージが表示されたら、KVMコンソールの
[VM]タブまたは [Virtual Media Session]ダイアログボックスに戻ります。

4 同時にマッピングできる仮想 CD/DVDは 1つのみなので、既存の仮想 CD/DVD接続があ
る場合は、その接続に関連するチェックボックスをオフにしてマッピングを解除します。

新しい接続を作成できることを確認するには、[Details]テーブルを参照します。
最初の行を見ると、[Virtual CD/DVD]がマッピングされていないことがわかり
ます。

ヒント

5 [Add Image]をクリックし、VMware.comからダウンロードしたドライバの ISOイメージ
を含むディレクトリに移動します。

6 ISOイメージファイルを選択し、[Open]をクリックします。

7 [Client View]領域で、ISOファイルに関連付けられている [Mapped]列のチェックボック
スをオンにし、マッピングが完了するまで待ちます。

8 [KVM]タブの ESXインストールメッセージに戻ります。

9 メッセージの [OK]をクリックし、ロードするドライバを選択します。

10 別のカスタムドライバを追加する場合は、[Add]をクリックし、ドライバを選択します。
必要なカスタムドライバのすべてを選択するまで、このプロセスを繰り返します。

11 ドライバの追加を完了したら、[Custom Drivers]ウィンドウの [Next]をクリックします。
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12 システムドライバのインストールを求めるメッセージが表示されたら、[Yes]をクリック
します。

13 ESXのインストール CDを挿入するように求めるメッセージが表示されたら、KVMコン
ソールの [VM]タブまたは [Virtual Media Session]ダイアログボックスに戻ります。

14 ドライバの ISOファイルの横にあるチェックボックスをオフ、インストール ISOファイ
ルの横にあるチェックボックスをオンにします。

15 マッピングが完了するまで待ち、[KVM]タブのインストーラに戻ります。

ステップ 10 自社の要件と標準に従い、インストールの進行状況を監視し、必要に応じてメッセージに応答し

てインストールを完了します。

インストールが完了すると、インストーラソフトウェアによってすべての物理ディスクがイジェ

クトされ、仮想ドライブのマッピングが解除され、サーバが再度リブートされます。OSで、ブー
ト順の最初にあるインストールターゲットがブートされます。

OSのカスタマイズについては、OSのマニュアルを参照してください。

   Cisco UCS C シリーズサーバ VMware インストレーションガイド
14 OL-22182-02-J  

VMware vSphere ESX のインストール
ブート可能 SAN LUN への VMware vSphere ESX のインストール



第 3 章

VMware vSphere ESXi のインストール

この章は、次の項で構成されています。

• 内部ドライブへの VMware vSphere ESXiのインストール, 15 ページ

• ブート可能 SAN LUNへの VMware vSphere ESXiのインストール, 17 ページ

内部ドライブへの VMware vSphere ESXi のインストール
この手順では、CIMC GUIと KVMコンソールを使用して VMware ESXiおよび必要なドライバを
内蔵ドライブにインストールする方法について説明します。

はじめる前に

•インストールの前提条件のチェックリスト, （2ページ）に説明されている前提条件を満た
します。

• Cisco UCS C200 M1サーバまたは Cisco UCS C250 M1サーバに VMwareをインストールする
場合、RAID構成のために、サーバにはLSI 1064ベースのコントローラメザニンカードを使
用します。 VMwareサーバソフトウェアは、ICH10Rコントローラと統合されているソフト
ウェア RAIDをサポートしていません。

手順

ステップ 1 仮想メディアからOSまたはドライバをインストールする場合、KVMコンソールを起動し、イン
ストール ISOイメージのマウント, （3ページ）の説明に従ってメディアをマウントします。

ステップ 2 次のいずれかの方法で、サーバの電源を再投入します。

• KVMコンソールで、[Macros] > Ctrl+Alt+Delを選択します。

• CIMC GUIで、[Navigation]ペインの [Summary]をクリックし、[Server Summary]タブの
[Actions]領域の [Power Cycle Server]をクリックします。
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•物理サーバの電源ボタンを押します。

ステップ 3 （任意） OSをインストールした後にサーバが使用するブート順を設定するには、ブートメッ
セージを確認し、BIOSのセットアップを開始するメッセージが表示されたら、F2を押し、ブー
ト順を設定します。

詳細については、KVMコンソールによるサーバブート順の設定, （4ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 4 通常のブート順を上書きし、インストールメディアからブートするには、KVMコンソールで、
ブートメッセージを確認し、[Boot Menu]を開くメッセージが表示されたら、F6 を押します。

ステップ 5 [Boot Menu]画面で、次のいずれかを実行します。

• ISOイメージを使用する場合、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを押します。

•物理インストールディスクを使用する場合、そのディスクが挿入されているディスクドラ
イブを選択し、Enterを押します。

選択したデバイスからサーバがリブートし、イメージまたはディスクから OSのインストールが
開始されます。

ステップ 6 ESXiの [Welcome]画面が表示されるまで待ち、Enterを押してインストールプロセスを開始しま
す。

インストールディスクまたはインストール済みのネットワークアダプタを検出できな

い場合、インストールの前提条件のチェックリスト, （2ページ）の説明に従って、
VMwareでシスコ用にカスタマイズした ESXiインストールイメージを使用しているこ
とを確認します。

ヒント

ステップ 7 （任意） [KVM]ウィンドウを使用するときに応答時間が遅くなる場合は、次のようにマウスア
クセラレーションを変更します。

a) KVMコンソールの [KVM]タブで、[Tools] > [Session Options]を選択します。
b) [Mouse]タブを選択します。
c) [Mouse Acceleration]フィールドで、[Linux]を選択します。
d) [OK]をクリックして変更を適用します。

ステップ 8 インストーラで、OSのインストール先の場所を選択するように求めるメッセージが表示された
ら、インストールターゲットドライブを選択し、[Next]をクリックします。
すべての RAID以外のドライブが名前順に表示されます。 RAIDコントローラによって作成され
たボリュームは、論理ドライブとして表示されます。

ステップ 9 インストーラの [Confirm Install]画面が表示されたら、F11を押して選択内容を確認し、インストー
ルプロセスを開始します。

ステップ 10 インストーラの [Installation Complete]画面が表示された場合：

• ISOインストールイメージからインストールした場合、KVMコンソールの [VM]タブまた
は [Virtual Media Session]ダイアログボックスに戻り、[Mapped]列のチェックボックスをオフ
にしてインストール ISOのマッピングを解除します。

   Cisco UCS C シリーズサーバ VMware インストレーションガイド
16 OL-22182-02-J  

VMware vSphere ESXi のインストール
内部ドライブへの VMware vSphere ESXi のインストール



•物理ディスクからインストールした場合、ディスクをイジェクトしてサーバから取り出しま
す。

ステップ 11 Enterを押して、ESXiがあるインストールターゲットドライブをブートします。
ESXiのカスタマイズについては、VMware ESXiのマニュアルを参照してください。

ブート可能 SAN LUN への VMware vSphere ESXi のインス
トール

この手順では、CIMCGUIとKVMコンソールを使用して、ブート可能な SAN LUNの論理ディス
クまたは RAIDボリュームに VMware ESXiをインストールする方法について説明します。

はじめる前に

•インストールの前提条件のチェックリスト, （2ページ）に説明されている前提条件を満た
します。

• SANで LUNまたは RAIDボリュームを構成し、SANに接続して SAN HBAから LUNへのパ
スが 1つ（1つのみ）存在していることを確認します。

RAIDコントローラを使用している場合、詳細についてはRAIDコントローラに関する考慮事
項, （23ページ）を参照してください。

• Cisco UCS C200 M1サーバまたは Cisco UCS C250 M1サーバに VMwareをインストールする
場合、RAID構成のために、サーバにはLSI 1064ベースのコントローラメザニンカードを使
用します。 VMwareサーバソフトウェアは、ICH10Rコントローラと統合されているソフト
ウェア RAIDをサポートしていません。

手順

ステップ 1 仮想メディアからOSまたはドライバをインストールする場合、KVMコンソールを起動し、イン
ストール ISOイメージのマウント, （3ページ）の説明に従ってメディアをマウントします。

ステップ 2 次のいずれかの方法で、サーバの電源を再投入します。

• KVMコンソールで、[Macros] > Ctrl+Alt+Delを選択します。

• CIMC GUIで、[Navigation]ペインの [Summary]をクリックし、[Server Summary]タブの
[Actions]領域の [Power Cycle Server]をクリックします。
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•物理サーバの電源ボタンを押します。

ステップ 3 （任意） OSをインストールした後にサーバが使用するブート順を設定するには、ブートメッ
セージを確認し、BIOSのセットアップを開始するメッセージが表示されたら、F2を押し、ブー
ト順を設定します。

詳細については、KVMコンソールによるサーバブート順の設定, （4ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 4 通常のブート順を上書きし、インストールメディアからブートするには、KVMコンソールで、
ブートメッセージを確認し、[Boot Menu]を開くメッセージが表示されたら、F6 を押します。

ステップ 5 [Boot Menu]画面で、次のいずれかを実行します。

• ISOイメージを使用する場合、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを押します。

•物理インストールディスクを使用する場合、そのディスクが挿入されているディスクドラ
イブを選択し、Enterを押します。

選択したデバイスからサーバがリブートし、イメージまたはディスクから OSのインストールが
開始されます。

ステップ 6 ESXiの [Welcome]画面が表示されるまで待ち、Enterを押してインストールプロセスを開始しま
す。

インストールディスクまたはインストール済みのネットワークアダプタを検出できな

い場合、インストールの前提条件のチェックリスト, （2ページ）の説明に従って、
VMwareでシスコ用にカスタマイズした ESXiインストールイメージを使用しているこ
とを確認します。

ヒント

ステップ 7 （任意） [KVM]ウィンドウを使用するときに応答時間が遅くなる場合は、次のようにマウスア
クセラレーションを変更します。

a) KVMコンソールの [KVM]タブで、[Tools] > [Session Options]を選択します。
b) [Mouse]タブを選択します。
c) [Mouse Acceleration]フィールドで、[Linux]を選択します。
d) [OK]をクリックして変更を適用します。

ステップ 8 インストーラで、OSのインストール先の場所を選択するように求めるメッセージが表示された
ら、インストールターゲット LUNを選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 9 インストーラの [Confirm Install]画面が表示されたら、F11を押して選択内容を確認し、インストー
ルプロセスを開始します。

ステップ 10 インストーラの [Installation Complete]画面が表示された場合：

• ISOインストールイメージからインストールした場合、KVMコンソールの [VM]タブまた
は [Virtual Media Session]ダイアログボックスに戻り、[Mapped]列のチェックボックスをオフ
にしてインストール ISOのマッピングを解除します。

•物理ディスクからインストールした場合、ディスクをイジェクトしてサーバから取り出しま
す。

ステップ 11 Enterを押して、ESXiがあるインストールターゲットドライブをブートします。
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ESXiのカスタマイズについては、VMware ESXiのマニュアルを参照してください。

Cisco UCS C シリーズサーバ VMware インストレーションガイド
   OL-22182-02-J 19

VMware vSphere ESXi のインストール
ブート可能 SAN LUN への VMware vSphere ESXi のインストール



   Cisco UCS C シリーズサーバ VMware インストレーションガイド
20 OL-22182-02-J  

VMware vSphere ESXi のインストール
ブート可能 SAN LUN への VMware vSphere ESXi のインストール



付録 A
インストールドライバの情報

この付録は、次の項で構成されています。
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付録 B
RAID コントローラに関する考慮事項

この付録は、次の項で構成されています。

• RAIDコントローラオプション, 23 ページ

RAID コントローラオプション
各 Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバでサポートされている RAIDコントローラの詳細
については、各プラットフォームのインストレーションおよびサービスガイドの付録「RAID
ControllerConsiderations」を参照してください。ご使用のプラットフォームのそのガイドは、次の
URLにある「『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』」内にリンクがあります。

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_rack_roadmap.html

コントローラとそのユーティリティの使用方法の詳細については、『Cisco UCS Servers RAID
Guide』を参照してください。
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